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は
じ
め
に

京
都
市
内
で
は
、
賀
茂
祭
・
時
代
祭
・
今
宮
祭
、
そ
し
て
御
霊
神

社
（
上
御
霊
社（

（
（

）
の
祭
礼
で
牛
車
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

牛
車
は
、
応
仁
の
乱
後
は
貴
族
た
ち
の
移
動
手
段
と
し
て
は
次
第

に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た（

（
（

。
近
世
以
降
は
禁
裏
で
牛
車
が
再
興

さ
れ
、
車
役
人
と
呼
ば
れ
る
牛
車
の
運
行
を
主
な
職
務
と
す
る
地
下

官
人
の
手
で
運
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
近
世
の
天
皇
は
移
動
に
鳳
輦

を
使
用
し
、
牛
車
の
使
用
は
上
皇
や
皇
太
子
な
ど
の
移
動
や
入
内
な

ど
限
ら
れ
た
儀
礼
的
場
面
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
一
般
的
な
移
動

手
段
と
し
て
は
、
牛
車
は
既
に
歴
史
的
役
割
を
終
え
て
い
た
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
牛
車
が
、
な
ぜ
一
部
の
祭
礼
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
の
か
。
そ
し
て
、
現
代
の
祭
礼
に
見
ら
れ
る
牛
車
が
、
前
近
代
の

禁
裏
に
お
い
て
運
用
さ
れ
て
い
た
牛
車
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か

を
論
じ
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

賀
茂
祭
は
、
下
鴨
・
上
賀
茂
神
社
へ
の
勅
使
派
遣
に
と
も
な
っ
て

御
所
の
牛
車
が
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
前
近
代
に
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
牛
車
が
登
場
す
る
こ
と
に
不
思
議
は
な
い
。
時
代
祭
は

平
安
神
宮
の
祭
礼
で
あ
り
、
近
代
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、近
世
の
牛
車
と
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

今
宮
祭
の
牛
車
は
、
牛
が
車
を
牽
い
て
は
い
る
が
、
勾
欄
が
周
囲

に
設
け
ら
れ
た
館
の
よ
う
な
形
態
で
、
人
が
乗
る
牛
車
の
形
態
と
は

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
故
実
に
則
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
前
近
代
に
お
い
て
禁
裏
で
使
わ
れ
て
い
た
牛
車
と
の
直
接
的

関
係
は
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
上
御
霊
社
の
御
霊
祭
で
登
場
す
る
牛
車
は
、
全
長
五
・
九

上
御
霊
社
還
幸
祭
に
お
け
る
牛
車

― 

近
世
京
都
の
祭
礼
と
朝
廷 

―

村
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㍍
に
及
び
、
五
月
一
八
日
に
行
わ
れ
る
還
幸
祭
に
お
い
て
神
輿
三
基

を
先
導
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
網
代
車
と
い
う
人
が
乗
る
こ
と
の

で
き
る
牛
車
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
後
陽
成
天
皇
か
ら
の
寄
進
と

も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
貴
重
な
一
七
世

紀
の
牛
車
の
作
例
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

こ
の
上
御
霊
社
で
使
わ
れ
て
い
る
牛
車
で
特
筆
す
べ
き
は
、
乗
降

時
に
使
用
す
る
取
り
外
し
式
の
階
段
で
あ
る
桟さ

ん

、
牛
を
牛
車
か
ら
は

ず
し
て
停
車
す
る
際
に
轅な

が
えの

下
に
置
く
榻し

じ

、
さ
ら
に
御
簾
の
上
げ
下

げ
な
ど
で
使
用
す
る
掛
竿
、
停
車
時
に
轅
を
支
え
る
た
め
に
使
う
掛

杖
、
牛
車
の
装
飾
と
な

る
出
布
な
ど
、
牛
車
の

み
な
ら
ず
、
牛
車
に
附

属
す
る
諸
道
具
類
が
す

べ
て
揃
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
（
図
1
）。

上
御
霊
社
は
御
所
の

氏
神
と
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
も
朝
廷
と

上
御
霊
社
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
御
所
内
侍
所
の
建
築
が

上
御
霊
社
の
社
殿
と
し
て
下
賜
さ
れ
て
き
た
例
や
、
祭
礼
行
列
が
御

所
内
に
入
っ
て
い
た
こ
と（

（
（

、
さ
ら
に
多
様
な
祭
具
が
天
皇
や
仙
洞
か

ら
寄
進
さ
れ
て
い
た
こ
と（

（
（

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
て
み
れ
ば
、
後
陽
成
天
皇
か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
を
も

つ
牛
車
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
と
関
わ
っ
て
、

朝
廷
と
上
御
霊
社
と
の
つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
事
例
の
ひ
と
つ

と
し
て
検
討
す
る
価
値
は
あ
ろ
う
。

こ
の
牛
車
は
、
現
在
は
上
御
霊
社
の
還
幸
祭
で
使
わ
れ
て
い
る
。

上
御
霊
社
の
神
幸
・
還
幸
祭
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る
剣
鉾

に
つ
い
て
早
く
か
ら
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
ほ
か（

（
（

、
近
世
都
市
祭
礼

の
前
提
と
し
て
の
中
世
の
御
霊
祭
に
つ
い
て
の
研
究（

（
（

、
さ
ら
に
末
広

神
輿
に
着
目
し
、
そ
の
舁
き
方
と
地
域
社
会
の
意
識
を
論
じ
た
研
究

な
ど
が
あ
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
還
幸
祭
に
つ
い
て
論
じ
た

諸
研
究
で
、
特
に
牛
車
に
着
目
す
る
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
御
霊
祭
で
使
わ
れ
る
牛
車
に
つ
い
て
、
ま
ず

現
状
を
確
認
し
た
上
で
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
上
御
霊
社
の
祭
礼

で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の

う
え
で
、
祭
礼
を
介
し
た
朝
廷
と
上
御
霊
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
。

図 1　上御霊社還幸祭の牛車
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一　

現
状 

―
牛
車
を
中
心
に

―

近
世
に
お
け
る
上
御
霊
社
の
祭
礼
は
、
約
三
〇
日
間
か
け
て
行
わ

れ
て
い
た
。
七
月
一
八
日
に
上
御
霊
社
か
ら
御
旅
所
の
中
御
霊
に
神

輿
が
渡
御
し
、
神
輿
は
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
御
旅
所
に
滞
在
し
、
八

月
一
八
日
に
「
御
霊
会
」
と
呼
ば
れ
る
還
幸
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
。

近
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
御
旅
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
中
御
霊

が
な
く
な
る
と
と
も
に
、
日
時
も
変
更
と
な
る
な
ど
、
祭
礼
の
か
た

ち
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
現
在
の
御
霊
祭
は
五
月
一
日
は
社
頭
の
儀

の
み
で
一
八
日
に
還
幸
祭
と
し
て
、神
輿
の
巡
幸
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
神
輿
だ
け
で
な
く
、
剣
鉾
な
ど
も
渡
御
し
て
い
る（

（
（

。

ま
ず
は
、二
〇
二
四
年
度
の
御
霊
祭
に
お
け
る
調
査
を
ふ
ま
え
て
、

現
在
の
牛
車
に
つ
い
て
概
略
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

牛
車
は
、
普
段
は
境
内
の
土
蔵
造
の
車
舎
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
車
舎
に
は
破
風
下
の
妻
壁
と
左
右
扉
の
計
三
ヶ
所
に
菊
紋
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
牛
車
は
、
還
幸
祭
当
日
に
は
猿
田
彦
の
神
面
を

乗
せ
て
神
輿
を
先
導
す
る
。

牛
車
の
車
体
左
右
壁
面
は
網
代
に
編
ま
れ
、絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

木
部
は
黒
漆
で
塗
ら
れ
、
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
金
具
に
は
、
複
数

の
箇
所
に
菊
紋
が
見
ら
れ
た
。
屋
根
は
軒
部
分
が
唐
破
風
の
よ
う
な

曲
線
を
描
く
も
の
で
、
雨
眉
車
と
よ
ば
れ
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

雨
眉
車
は
、
上
皇
・
親
王
・
摂
政
・
関
白
な
ど
が
平
服
の
際
に
乗
車

す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

還
幸
祭
当
日
、
牛
車
を
納
め
て
い
る
境
内
の
車
舎
は
扉
が
開
か
れ

て
お
り
、
牛
車
の
御
簾
の
下
か
ら
は
下し

た
す
だ
れ簾と

い
う
衣
が
出
さ
れ
て
い

る
。
正
面
に
は
乗
降
用
の
階
段
「
桟
」
が
取
り
付
け
ら
れ
、
轅
の
下

に
「
榻
」
と
い
う
台
を
置
い
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
牛
車
の
左
右

に
菊
紋
と
「
御
車
」
と
書
い
た
赤
い
提
灯
が
あ
り
、
前
に
は
御
神
酒

が
供
え
ら
れ
、
手
前
に
は
蝋
燭
が
一
本
だ
け
置
か
れ
る
。「
さ
い
銭
」

と
書
か
れ
た
黒
く
塗
ら
れ
た
竹
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
柵
が
閉
じ
ら

れ
て
注
連
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
の
で
、
近
づ
い
て
賽
銭
を
投
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

午
前
一
一
時
、
牛
車
の
桟
・
榻
が
取
り
外
さ
れ
て
車
舎
か
ら
引
き

出
さ
れ
、
南
側
の
路
上
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
車
内
御
簾

の
下
か
ら
前
面
に
出
さ
れ
て
い
た
布
、「
下
簾
」
は
車
内
に
収
納
し

て
い
た
。
ま
た
、
桟
や
榻
は
巡
幸
時
に
は
使
用
せ
ず
、
車
舎
内
に
置

い
た
ま
ま
に
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
頭
部
と
尾
部
に
四し

で手
を
付
け
た
黒
牛
が
繋
が
れ
て
、
車

童
子
役
の
少
女
な
ど
が
配
置
に
つ
き
、
行
列
の
準
備
が
整
う
と
神
輿

の
宮
出
し
を
待
っ
て
出
発
す
る
。
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牛
車
は
、
天

狗
面
の
絵
の
下

に
「
猿
田
彦
大

神
」
と
記
し
た

旗
と
、
車
舎
内

で
牛
車
の
前
に

置
か
れ
て
い
た

「
御
車
」
と
記
し
た
菊
紋
入
り
の
提
灯
が
先
導
す
る
。
そ
の
後
ろ
に

牛
飼
童
子
を
先
頭
に
し
た
牛
車
が
続
く
。
牛
車
の
後
に
は
二
本
の
掛

竿
―
先
端
に
鍵
形
、
Ｙ
字
形
の
金
属
を
付
け
た
棒
（
図
2
）
―

を
も
っ
た
二
人
が
従
う
。
そ
し
て
車
止
、
掛
杖
、
車
童
子
役
の
少
女

が
休
憩
時
に
座
る
床
几
な
ど
を
乗
せ
た
リ
ヤ
カ
ー
な
ど
が
続
く
。

還
幸
祭
の
行
列
は
、
太
鼓
や
獅
子
な
ど
の
あ
と
に
剣
鉾
が
続
き
、

八
乙
女
、
禰
宜
、
金
棒
、
そ
し
て
弓
・
箭
・
盾
な
ど
が
並
ぶ
。
さ
ら

に
稚
児
の
行
列
な
ど
が
あ
っ
て
、
牛
車
、
三
基
の
神
輿
な
ど
の
順
と

な
っ
て
い
る
。
猿
田
彦
を
乗
せ
た
牛
車
は
、
神
輿
の
先
導
役
を
務
め

る
の
で
あ
る
。

以
下
、
祭
礼
行
列
は
所
定
の
順
路
を
経
て（

（1
（

、
室
町
通
上
立
売
上
ル

に
あ
る
京
都
市
立
室
町
小
学
校
で
三
〇
分
程
度
の
休
憩
を
と
る
。
休

憩
後
、
今
出
川
通
り
を
通
り
、
京
都
御
所
へ
。
二
〇
一
二
年
の
御
霊

祭
か
ら
は
、
神
輿
と
と
も
に

牛
車
も
京
都
御
苑
内
へ
入

る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。
一
六
時

五
〇
分
頃
に
牛
車
は
今
出
川

御
門
か
ら
京
都
御
所
に
入
り

（
図
3
）、
朔
平
門
前
へ
向
か

う
。
そ
の
後
は
、
京
都
御
所

を
出
て
上
御
霊
社
へ
帰
る
。

こ
の
上
御
霊
社
で
使
わ
れ

て
い
る
牛
車
に
は
、
冒
頭
に

記
し
た
よ
う
に
乗
降
時
に

使
用
す
る
桟
、
停
車
時
に
轅

の
下
に
置
く
榻
、
御
簾
の
上
げ
下
げ
使
用
す
る
掛
竿
、
停
車
時
に
使

う
掛
杖
、
牛
車
の
装
飾
と
な
る
出
布
な
ど
、
牛
車
に
附
属
す
る
諸
道

具
類
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
牛
車
へ
の
乗
降
時

に
使
用
す
る
取
り
外
し
式
の
桟
や
、
御
簾
の
上
げ
下
げ
な
ど
に
使
う

掛
竿
な
ど
は（

（1
（

、
人
が
乗
る
わ
け
で
は
な
く
神
面
の
渡
御
に
使
用
さ
れ

る
牛
車
に
は
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
桟
や
榻

な
ど
は
、
巡
幸
時
に
は
車
舎
に
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
使
用

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
、
実
際
に
は
使
用
す
る
こ
と
の
な
い

図 2　�牛車とともに持ち運ば
れる二本の掛竿

図 3　京都御所に入る牛車
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道
具
類
ま
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

牛
車
は
、
前
述
の
よ
う
に
慶
長
年
間
に
後
陽
成
天
皇
か
ら
寄
進
さ

れ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
神
幸
に
は
必
ず
し
も

必
要
と
し
な
い
道
具
類
ま
で
揃
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
牛
車
が

祭
礼
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
牛
車
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
後
陽
成
天
皇
寄
進
の
伝
承
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

二　

上
御
霊
社
還
幸
祭
に
お
け
る
牛
車
の
登
場

戦
国
時
代
の
御
霊
会
の
様
子
を
描
く
、
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
（
左

隻
第
六
扇
）
で
は
、
神
輿
の
前
方
に
い
る
人
物
が
手
に
鉦
を
持
ち
、

猿
田
彦
の
神
面
を
か
ぶ
っ
て
歩
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
後
陽
成
以
前
の
戦
国
期
に
は
神
面
の
渡
御
に
牛
車
が
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
い
つ
か
ら
牛
車

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
御
霊
祭
で
使
わ
れ
る
牛
車
が
後
陽
成
天
皇

の
寄
進
に
よ
る
と
い
う
伝
承
は
事
実
と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

後
陽
成
天
皇
の
在
位
期
間
は
、
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
か
ら

慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
で
、
後
水
尾
天
皇
に
譲
位
後
は
上
皇
と

な
り
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
死
去
し
て
い
る
。
牛
車
と
の
関

わ
り
で
い
え
ば
、
後
陽
成
天
皇
は
豊
臣
秀
吉
の
演
出
に
よ
る
聚
楽
第

行
幸
当
時
の
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
実
は
、
戦
国
期
以

降
は
牛
車
は
次
第
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、天
正
一
六
年（
一

五
八
八
）
の
聚
楽
第
行
幸
に
あ
た
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
が
参
内
す
る
際

に
使
用
し
た
牛
車
は
、
前
田
玄
以
が
諸
記
録
を
調
査
し
て
再
興
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
子
細
を
秀
吉
側
近
の
大
村
由
己
が
記
し
た

『
聚
楽
行
幸
記
』
に
は

�

鳳
輦
牛
車
そ
の
ほ
か
の
諸
役
以
下
。
事
も
久
し
く
す
た
れ
た
る
事

な
れ
ば
。
お
ぼ
つ
か
な
し
と
い
へ
ど
も
。
民
部
卿
法
印
玄
以
奉
行

と
し
て
。
諸
家
の
ふ
る
き
記
録
故
実
な
ど
尋
さ
ぐ
り
勤
ら
る（

（1
（

。

と
記
し
て
い
る
。
三
宝
院
義
演
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
は
「
大
乗
院

ノ
車
ヲ
被
借
渡
、
所
司
代
玄
以
法
印
奉
行
ト
シ
テ
作
之
、
聚
楽
亭
行

幸
之
時
、
太
閤
初
テ
乗
車（

（1
（

」
と
あ
る
か
ら
、
天
正
期
に
は
京
都
に
牛

車
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
か
ろ
う
じ
て
奈
良
の
大
乗
院
門
跡
が
牛
車
を

保
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
て
牛
車
宣
旨
が
出
さ
れ
る
徳
川
家

康
も
、
事
前
に
松
田
政
行
に
命
じ
て
牛
車
の
「
絵
図
を
禁
裏
」
か
ら

取
り
寄
せ（

（1
（

、
山
科
言
経
や
中
院
通
勝
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る（

（1
（

。



−　 −77

な
お
、
三
宝
院
義
演
は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
、「
近
代
」

ま
で
は
乗
車
、
つ
ま
り
牛
車
に
乗
っ
て
参
内
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
板
輿
」
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
に
つ
い
て
「
零
落
無
念
」

と
記
し
て
い
た
。
同
時
に
秀
吉
以
降
、
秀
次
が
「
毛
車
」
を
作
り
、

聚
楽
第
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、「
太
閤
御
一
人
ノ
外
ハ
、
乗
ヘ
キ

事
モ
、
当
時
諸
人
不
知
、
仍
親
王
ト
云
、
一
人
ト
云
、
乗
車
ア
ル
貴

種
無
之
」と
書
き
記
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
義
演
の
言
葉
か
ら
見
て
、

一
六
世
紀
末
の
京
都
で
は
、
牛
車
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
牛
車
そ
の
も
の
も
全
く
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う（

（1
（

。

後
陽
成
天
皇
の
頃
に
は
、
記
録
に
も
と
づ
い
て
自
身
の
牛
車
を
新

造
で
き
た
天
下
人
や
、
古
い
車
両
を
保
管
し
て
い
た
奈
良
の
大
乗
院

門
跡
を
除
け
ば
、
御
所
周
辺
に
は
牛
車
の
記
録
が
伝
わ
る
の
み
で
、

実
物
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
牛
車
が
な

か
っ
た
の
だ
か
ら
後
陽
成
天
皇
に
よ
っ
て
上
御
霊
社
に
牛
車
が
寄
進

さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

と
は
い
え
、
後
陽
成
天
皇
以
外
の
天
皇
に
よ
っ
て
牛
車
が
寄
進
さ

れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、
近
世
に
お
け
る
御
霊
祭
の
様

子
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
い
つ
か
ら
牛
車
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
序
文
が
あ
る
京
都
の
年
中
行
事
書
で

あ
る
黒
川
道
祐
『
日
次
紀
事
』
の
八
月
一
八
日
「
上
下
御
霊
会
」
の

項
に
よ
れ
ば
、「
一
人
竿
頭
捧
道
祖
神
仮
面
、
先
神
輿
」
と
あ
る（

（2
（

。

つ
ま
り
、
一
七
世
紀
段
階
に
お
い
て
は
、
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
て

い
た
神
面（

（2
（

（
こ
こ
で
は
猿
田
彦
で
は
な
く
「
道
祖
神
」
と
あ
る
）
は

竿
先
に
付
け
ら
れ
、
高
く
掲
げ
ら
れ
た
状
態
で
神
輿
を
先
導
し
て
い

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
牛
車
が
使
用
さ
れ
る
余
地
は

な
い
だ
ろ
う
。

続
い
て
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
拾
遺
都
名

所
図
会
』巻
一
に
所
掲
の「
御
霊
神
事
」の
図
を
見
よ
う
。「
猿
田
彦
」

と
書
か
れ
た
部
分
に
は
、大
き
な
面
ら
し
き
物
が
描
か
れ
て
い
る（
図

4
）。
こ
れ
が
神
面
だ
ろ
う
。
神
面
の
乗
り
物
の
前
に
牛
は
見
え
ず
、

車
輪
も
描
か
れ
な
い
。
三
方
が
吹
放
し
に
な
っ
て
お
り
、
ど
う
や
ら

手
輿
の
よ
う
な
も
の
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
一
七
世
紀
ま

で
の
竿
に
神
面
を
付
け
た

状
態
か
ら
、
手
輿
が
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

は
い
る
が
、
一
八
世
紀
末

ま
で
は
牛
車
の
使
用
は
確

図 4　�『拾遺都名所図』（筆者蔵）に
見える「猿田彦」
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認
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
、
い
つ
か
ら
牛
車
が
登
場
し
た
の
か
。
代
々
、
蔵
人
所

出
納
を
務
め
て
い
た
地
下
官
人
平
田
家
当
主
の
日
記
の
う
ち
『
平
田

職
厚
日
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

【
史
料
1
】（

（2
（

　

一�

申
剋
頃
御
霊
神
輿
御
通
行
、
当
年
自　

御
所
御
車
頼
之
寄
附
有

之
、
今
日
初
而
被
牽
之
、
王
之
鼻
被
乗
之
、
網
代
彩
色
文
等
ハ
未

無
之
、
追
而
出

来
候
よ
し
也
、
平
野
屋
孫
兵
衛
・

笹
屋
九
兵
衛
等
世
話
方
之
由
也
車
也
、
予
如
例
於
門
内
拝
申
也

平
田
職
厚
は
、
毎
年
の
御
霊
祭
に
あ
た
っ
て
、
自
邸
で
神
輿
を
迎

え
て
拝
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

の
還
幸
祭
で
、
初
め
て
「
御
車
」
が
牽
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
、「
王
之
鼻（

（2
（

」
が
乗
車
し
て
い
た
と
い
う
記
事
か
ら
、
こ
の
時
に

は
現
在
と
同
じ
く
「
王
之
鼻
」、
す
な
わ
ち
猿
田
彦
が
乗
せ
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
史
料
で
は
「
自　

御
所
御
車
頼
之
寄
附
有
之
」
と
あ
る
。
光

格
天
皇
へ
牛
車
の
寄
進
を
願
い
、
そ
れ
を
許
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、

一
見
す
る
と
御
所
の
牛
車
を
譲
渡
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
史
料
の
割
注
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。

「
彩
色
文
等
ハ
未
無
之
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
未

塗
装
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
御
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
既
存
の
牛
車
を

下
賜
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
牛
車
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
還
幸
祭
の

少
し
前
か
ら
製
作
が
始
め
ら
れ
、
車
体
は
完
成
し
た
が
塗
装
を
終
え

る
よ
り
も
早
く
還
幸
祭
当
日
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
。
貴
顕
に
よ
る
祭
具
寄
進
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
を
重
ね

て
い
る
村
山
弘
太
郎
は
、
貴
顕
か
ら
の
寄
進
の
多
く
は
金
銭
で
渡
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
す
る（

（2
（

。
こ
の
点
に
鑑
み
て
、「
寄
附
」
と

い
う
史
料
上
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
実
物
の
牛
車
下
賜
で
は
な
く
、

牛
車
製
造
費
用
と
し
て
の
金
銭
が
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
程
度
の
解
釈

に
留
め
て
お
く
ほ
か
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
牛
車
を
新
調
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る

史
料
は
他
に
も
あ
る
。
禁
裏
で
の
牛
車
運
行
に
あ
た
っ
て
い
た
車
童

子
吉
田
弥
一
に
よ
る
『
御
車
役
儀
日
記
』
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
2
】（

（2
（

　

�

同
日
惣
司
孫
之
進
殿
入
来
、
御
用
ニ
付
候
而
ニ
而
ハ
無
御
座
候
■是
迄■

上
御
霊
社
御
神
事
之
節
、
大
宮
様
俗
ニ
ヲ
ヽ
ノ
ハ
ナ
又
猿
田
彦
是
迄
白
キ

轅
之
様
成
も
の
ニ
奉
乗
候
所
、
此
度
宮
本
ゟ
段
々
被
願

�
御
■所
同
様
之
御
車
当
廿
三
日
被　

免
候
ニ
付
、
御
牛
具
糸
具
等
一

統
不
案
内
之
事
ニ
候
間
、
何
卒
貴
家
ニ
御
扣
有
之
候
ハ
ヽ
拝
見
仕

度
被
申
候
故
、
則
見
セ
申
出
車
之
通
写
被
帰
候
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吉
田
弥
一
の
も
と
を
訪
れ
た
惣
司
孫
之
進
と
は
、
車
役
人
で
車
大

工
・
車
副
を
務
め
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
上
御
霊
社
で
猿
田

彦
は
「
白
キ
轅（

（2
（

」
の
よ
う
な
物
に
乗
っ
て
い
た
が
、「
宮
本
」
か
ら
「
御

所
同
様
之
御
車
」
使
用
を
願
い
、
六
月
二
三
日
に
そ
れ
が
許
さ
れ
た

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
牛
車
は
既
存
品
を
下
賜

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
同
様
之
御
車
」
を
新
調
し
て
使
用
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、【
史
料
1
】
に
見
え
る
「
網
代
車
也
」
と
い
う
表

現
も
非
常
に
興
味
深
い
。
故
実
に
基
づ
く
多
種
多
様
な
形
態
の
牛
車

が
存
在
し
て
い
た
な
か
で
、
地
下
官
人
の
平
田
に
は
「
網
代
車
」
と

い
う
車
種
で
あ
る
と
明
確
に
判
断
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
牛
車

は
、
牛
が
平
安
時
代
風
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
車
両
を
牽
い
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
故
実
を
ふ
ま
え
て
網
代
車
の
か
た
ち
を
か
な

り
忠
実
に
模
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

【
史
料
2
】
の
後
半
は
、
惣
司
孫
之
進
が
、
車
を
牽
く
牛
に
使
用

す
る
道
具
や
糸
な
ど
に
つ
い
て
不
案
内
な
の
で
、
吉
田
家
で
所
蔵
し

て
い
る
記
録
類
の
閲
覧
を
願
っ
て
い
る
。
吉
田
は
快
諾
し
、「
出

い
だ
し
ぐ
る
ま

車
」

で
使
用
す
る
諸
道
具
類
を
惣
司
が
書
き
写
し
て
帰
っ
て
い
る
。
こ
の

事
実
も
、
牛
車
の
み
な
ら
ず
諸
道
具
類
も
既
存
の
も
の
を
使
っ
て
お

ら
ず
、
新
た
に
自
分
た
ち
で
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ

ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
例
え
未
完
成
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
六
月
二
三

日
に
牛
車
の
使
用
を
許
さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か
に
二
ヶ
月
足
ら
ず
で

牛
車
本
体
を
完
成
さ
せ
て
運
用
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
て
い
る
の
は
驚
く

べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
の
牛
車
製
造
に
ど
の
よ

う
な
人
が
関
わ
っ
て
い
た
か
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
短
時
間
で
蔵
人
所
出

納
の
平
田
職
厚
が
、
一
目
で
明
確
に
「
網
代
車
」
と
判
断
で
き
る
よ

う
な
完
成
度
の
高
い
牛
車
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
検
討
し
て

お
こ
う
。

三　

牛
車
を
と
り
ま
く
人
び
と

ま
ず
、
手
が
か
り
に
な
る
の
は
【
史
料
1
】
に
あ
る
上
御
霊
社
の

牛
車
「
世
話
方
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
笹
屋
九

兵
衛
は
、
上
京
の
上
柳
町
年
寄
だ
っ
た（

（2
（

。
上
柳
原
町
と
い
え
ば
、
上

御
霊
社
か
ら
は
西
に
わ
ず
か
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
だ
。
笹

屋
九
兵
衛
は
、
上
御
霊
社
の
氏
子
の
一
人
と
し
て
、
地
域
を
代
表
す

る
有
力
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

問
題
は
、
も
う
一
方
の
平
野
屋
孫
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ

い
て
は
、『
平
田
職
厚
日
記
』
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
事
が
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見
え
て
い
る
。

【
史
料
3
】（

（2
（

　

一�
岩
佐
主
税
来
、
惣
司
孫
之
進
町
分
名
前
平
野
屋
理
助
与
改
名
届

書
、
岩
佐
主
税
自
宅
ニ
而
平
野
屋
孫
兵
衛
与
相
名
乗
候
届
書
、
吉

田
孫
作
変
宅
届
書
写
差
出
候
事

こ
れ
は
、車
役
人
か
ら
出
納
平
田
家
へ
、車
役
人
が
町
方
で
名
乗
っ

て
い
た
名
前
な
ど
を
届
出
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
岩
佐
主
税
は
、
車

役
人
の
ひ
と
り
で
、
こ
の
頃
に
は
上
組
・
下
組
の
二
組
に
分
か
れ
て

い
た
車
役
人
の
う
ち
下
組
の
惣
代
を
務
め
て
い
た
。
彼
が
、
地
下
官

人
蔵
人
方
の
支
配
を
し
て
い
た
出
納
平
田
家
へ
下
組
車
役
人
の
改
名

や
転
居
を
書
面
で
届
け
た
。
そ
こ
に
、
岩
佐
主
税
は
「
平
野
屋
孫
兵

衛
」
と
名
乗
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
岩
佐
主
税

と
い
う
の
は
車
役
人
と
し
て
の
名
前
で
あ
り
、
町
方
で
は
平
野
屋
孫

兵
衛
と
い
う
町
人
と
し
て
活
動
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
史
料
を
挙
げ
よ
う
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

の
九
月
二
五
日
、
上
御
霊
社
の
牛
車
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
神

社
境
内
に
牛
車
を
収
納
す
る
「
車
舎
」
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
建
設
費
用
を
調
達
す
る
た
め
、
各
方
面
に
金
銭
の
寄
進
を

依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
寄
進
依
頼
を
う
け
た
平
田
職
厚
が
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

【
史
料
4
】（

（2
（

　

一�

上
御
霊
社
今
度　

大
舞
宮
御
車
出
来
并
御
車
舎
造
作
ニ
付
寄
進

物
之
儀
○ハ
依
多
少
可
上
様
先
達
而
御
世
話
方
平
野
屋
孫
兵
衛
父

理
助
来
○且
町
内
年
寄
方
ゟ
も
右
之
趣
申
来
、
依
之
出
納
家
分
金

子
弐
百
疋
、
平
野
屋
理
助
方
へ
為
持
遣
、
隠
居
分
名
前
矢
田

伊
豆
目
銀

拾
匁
年町
内寄

沢
屋
方
へ
遣
也

出
納
平
田
家
の
も
と
へ
寄
進
の
依
頼
に
来
た
の
は
、
上
御
霊
社
牛

車
世
話
役
の
平
野
屋
孫
兵
衛
で
は
な
く
、そ
の
父
の
「
理
助
」
で
あ
っ

た
。
先
の
【
史
料
3
】
か
ら
は
、「
理
助
」
と
は
惣
司
孫
之
進
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
惣
司
孫
之
進
も
車
役
人
の
ひ
と
り
で
、
当
時
は

車
大
工
・
車
副
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
車
役
人
と
し
て
は
岩
佐
主
税

（
車
役
惣
代
・
車
副
）・
惣
司
孫
之
進
（
車
大
工
・
車
副
）
と
名
乗
っ

て
い
る
が
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
町
方
で
は
平
野
屋
孫
兵
衛
、
平
野
屋

理
助
と
名
乗
る
親
子
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、【
史
料
2
】
で
惣
司
孫
之
進
が
、
吉
田
弥
一
の
と

こ
ろ
へ
、
牛
具
糸
具
の
史
料
閲
覧
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
も
腑
に
落

ち
る
。「
世
話
方
」
平
野
屋
孫
兵
衞
の
父
、
平
野
屋
理
助
＝
惣
司
孫

之
進
も
ま
た
、
上
御
霊
社
の
牛
車
製
作
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
上
御
霊
社
の
祭
で
使
う
牛
車
の
新
調
に
あ
た
っ



−　 −81

て
、
い
わ
ば
禁
裏
御
所
で
運
用
さ
れ
て
い
る
正
真
正
銘
の
牛
車
を

扱
っ
て
い
た
禁
裏
車
役
人
が
中
心
と
な
っ
て
関
わ
っ
て
い
た
事
実
が

明
ら
か
に
な
る
。
し
か
も
、
平
野
屋
理
助
＝
惣
司
孫
之
進
は
車
大
工

と
し
て
、
御
所
に
お
け
る
牛
車
の
修
繕
や
新
調
な
ど
に
関
わ
る
立
場

で
あ
っ
た
。

例
え
ば
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
一
一
月
に
は
巴
七
葉
車
・
八
葉

車
・
杏
葉
車
の
新
調
が
計
画
さ
れ（

（3
（

、
翌
年
に
は
青
綺
門
院
の
葬
儀
で

使
う
牛
車
を
調
進
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
当
然
な
が
ら
、
惣

司
孫
之
進
は
、
車
大
工
と
し
て
一
連
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
は
ず

だ
か
ら
、
各
種
図
面
な
ど
の
資
料
に
加
え
て
、
必
要
な
作
業
や
依
頼

す
べ
き
業
者
な
ど
の
知
識
は
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
惣
司
孫
之
進
が

車
童
子
吉
田
弥
一
に
牛
具
糸
具
な
ど
に
つ
い
て
の
史
料
閲
覧
を
依
頼

し
て
い
た
が
、彼
は
牛
車
本
体
に
つ
い
て
の
情
報
は
求
め
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
彼
が
既
に
牛
車
の
車
体
部
分
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
知
識

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

上
御
霊
社
の
牛
車
は
、
既
に
十
分
な
経
験
と
知
識
を
持
っ
て
い
た

車
役
人
が
中
心
と
な
っ
て
導
入
を
進
め
、
お
そ
ら
く
は
製
造
の
実
作

業
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
短
時
間
で
し
か
も
禁
裏

御
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
牛
車
に
見
ま
が
う
ば
か
り
の
も
の
を
製
造

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
桟
や
榻
、
掛
竿
な
ど
、
必
ず
し
も

祭
礼
で
使
用
さ
れ
る
牛
車
に
は
必
要
と
さ
れ
な
い
道
具
類
が
整
え
ら

れ
た
の
も
、
製
作
に
関
わ
っ
た
人
び
と
に
と
っ
て
の
「
あ
る
べ
き
牛

車
の
姿
」
に
近
づ
け
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
現
在
の
還
幸
祭
で
は
牛
車
に
車
童
子
に
扮
し
た
少
女
が
参

加
す
る
。
こ
の
製
造
当
時
に
は
車
童
子
は
史
料
の
閲
覧
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
が
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
形
跡
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
上
御
霊
社
の
年
中
行
事
に
関
す
る
記
録（

（3
（

を
見
る

と
、
八
月
七
日
条
に
「
御
車
童
子
頼
遣
ス
事
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ

た
。
還
幸
祭
は
八
月
一
八
日
な
の
で
、
時
期
か
ら
考
え
て
も
御
車
童

子
へ
の
依
頼
は
還
幸
祭
で
の
牛
車
運
行
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
る
の

が
自
然
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
、
実
際
に
牛
車
を
運
用
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
れ
な
り
の
経
験
と
技
術
を
必
要
と
す
る
た
め
、
不
測
の
事

態
に
対
応
す
る
た
め
に
も
禁
裏
御
所
で
の
牛
車
運
行
に
関
わ
っ
て
き

た
車
童
子
に
も
協
力
を
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

お
わ
り
に

以
上
の
こ
と
か
ら
、
上
御
霊
社
の
還
幸
祭
で
使
わ
れ
る
牛
車
は
後

陽
成
天
皇
の
寄
進
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
御
所
か
ら
下
賜
さ
れ
た
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も
の
で
は
な
い
が
、享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
登
場
し
た
も
の
で
、

御
所
の
牛
車
に
直
接
関
わ
り
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
た
地
下
官
人
が

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

地
下
官
人
と
い
っ
て
も
、
多
く
は
株
を
買
っ
て
地
下
官
人
の
身
分

を
手
に
入
れ
た
者
で
あ
り
、
普
段
は
町
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
上
御

霊
社
の
氏
子
域
に
居
住
す
る
町
人
と
し
て
牛
車
の
製
造
を
発
起
し
、

一
方
で
地
下
官
人
ゆ
え
の
御
所
と
の
パ
イ
プ
を
活
か
し
て
牛
車
の
使

用
許
可
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
専
門
知
識
を
活
か
し
て
相
当
に
完
成
度

の
高
い
牛
車
を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
三
宝
院
義
演
が
、
牛
車
で
は
な
く
「
板
輿
」
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
自
身
の
現
状
に
つ
い
て
「
零
落
無
念
」
と
記
し
て
い
た
よ

う
に
、
板
輿
よ
り
も
牛
車
は
格
上
の
乗
物
で
あ
っ
た
。『
拾
遺
都
名

所
図
会
』
に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の
猿
田
彦
の
神
面

は
板
輿
の
よ
う
な
も
の
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
享
和
二

年
（
一
八
〇
二
）
に
牛
車
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
猿
田
彦
神
面
の

乗
物
が
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
猿
田
彦
に

先
導
さ
れ
る
神
輿
そ
の
も
の
の
格
を
上
げ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ

う
。そ

れ
で
は
、
上
御
霊
社
の
還
幸
祭
に
お
い
て
、
猿
田
彦
の
神
面
を

乗
せ
る
牛
車
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、な
ぜ
享
和
二
年（
一

八
〇
二
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
と
し
て
、
ま
ず
は
当
時
の
光
格
天
皇
の
も
と
で
、
寛
政

度
内
裏
の
建
設
や
朝
儀
の
復
興
な
ど
が
進
め
ら
れ
「
復
古
ブ
ー
ム
」

と
も
呼
び
う
る
風
潮
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（

（3
（

。
加

え
て
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
光
格
天
皇
に
よ
る
御
所
へ
の
遷

幸
の
影
響
も
指
摘
で
き
よ
う
。
天
明
の
大
火
で
聖
護
院
を
仮
御
所
と

し
て
い
た
光
格
天
皇
は
、
こ
の
年
に
新
造
さ
れ
た
内
裏
へ
移
る
。
こ

の
時
、
天
皇
は
鳳
輦
を
使
用
す
る
の
だ
が
、
女
院
の
移
徙
な
ど
に
牛

車
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
に
よ
る
行
幸
自
体
が
江
戸
時
代
に
は

珍
し
く
、
光
格
の
遷
幸
時
の
様
子
は
「
天
皇
御
遷
幸
御
行
列
之
図
」

と
い
う
摺
り
物
と
し
て
刊
行
も
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
避
難
先
か
ら
復
興
し

た
御
所
へ
の
天
皇
の
帰
還
に
と
ど
ま
ら
ず
、
京
都
の
人
び
と
に
と
っ

て
は
一
種
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
体
験
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。そ

こ
で
印
象
的
な
の
は
、「
出
車
」
が
光
格
天
皇
の
遷
幸
行
列
を

先
導
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
図
5
）。「
出
車
」
と
は
、
盛
儀
に
あ

た
っ
て
行
列
を
装
飾
す
る
た
め
に
加
わ
る
牛
車
で
あ
る
。
行
列
を
華

や
か
に
、
格
式
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
の
要
素
と
し
て
の
牛
車
が

「
出
車
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
上
御
霊
社
の
還
幸
祭
で
登
場
す
る
牛
車
が
、【
史
料
2
】
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に
「
出
車
之
通
」
と
あ
る
よ

う
に
当
初
か
ら
「
出
車
」
を

意
識
し
た
装
飾
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
想
起
し
た
い
。

つ
ま
り
、
京
都
で
寛
政
二

年
（
一
七
九
〇
）
に
見
ら
れ

た
天
皇
の
遷
幸
行
列
が
ひ
と

つ
の
手
本
と
な
り
、
上
御
霊

社
の
還
幸
祭
で
も
、
神
輿
を

先
導
す
る
猿
田
彦
は
牛
車

（「
出
車
」）
で
あ
る
べ
き
だ

と
い
う
発
想
が
氏
子
の
間
で

生
ま
れ
、「
段
々
被
願
御
■

所
同
様
之
御
車
」
と
あ
る
よ

う
に
、
地
下
官
人
な
ど
の
朝

廷
と
の
パ
イ
プ
を
駆
使
し
て

御
所
で
使
わ
れ
て
い
る
出
車

と
同
型
車
両
の
使
用
を
願
っ

て
朝
廷
と
の
交
渉
を
重
ね
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

御
所
で
使
用
し
て
い
る
牛
車
と
違
わ
ぬ
も
の
を
製
造
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
の
が
、
氏
子
の
な
か
に
実
際
の
牛
車
の
製
造
や
運
行
に

関
わ
っ
て
い
た
地
下
官
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
京
都
、
と
り
わ
け
主
と
し
て
上
京
の
祭
礼
行
列
に

牛
車
が
登
場
し
て
い
る
の
は
、
氏
子
が
朝
廷
と
日
常
的
な
場
面
で
も

密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
う
る
と
い
う
地
域
的
特
性
に
規
定
さ
れ
た
現

象
と
い
う
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
製
造
さ
れ
た
上
御
霊
社
の
牛
車
は
、
伝
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
後
陽
成
寄
進
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
世
禁

裏
の
牛
車
を
知
る
上
で
貴
重
な
作
例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い（

（3
（

。

註（
1
）	

現
在
の
正
式
な
名
称
は
御
霊
神
社
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
下
御
霊
神

社
と
の
区
別
す
る
た
め
に
史
料
上
の
文
言
を
除
い
て
「
上
御
霊
社
」

と
表
記
す
る
。

（
2
）	

櫻
井
芳
昭
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

牛
車
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
二
年
、
京
樂
真
帆
子
『
牛
車
で
行
こ
う
！
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
七
年
、
拙
稿
「
近
世
上
賀
茂
神
社
社
領
の
牛
飼
と
朝
廷
」（『
奈
良

大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
二
八
号
、
二
〇
二
三
年
）、
拙
稿
「
近
世
朝

廷
の
牛
車
と
車
役
人
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
奈
良
史
学
』四
〇
号
、

二
〇
二
三
年
）

図 5　�「天皇御遷幸御行列之図」（早稲田大学図書館蔵）に描かれる天皇が乗る鳳輦を先導する出車
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（
3
）	

岸
泰
子
『
近
世
の
禁
裏
と
都
市
空
間
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

四
年

（
4
）	
村
山
弘
太
郎
「
近
世
京
都
に
お
け
る
朝
廷
よ
り
の
祭
具
拝
領
」（『
京

都
民
俗
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
貴
所
か
ら
の
祭
具
拝
領
」

（『
京
都
剣
鉾
の
ま
つ
り
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
論
説
編
、
京
都
の
民
俗
文

化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
発
行
、
二
〇
一
四
年
）

（
5
）	

大
島
新
一
「
鉾
の
出
る
祭
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」（『
京
都
民
俗
』
第

六
号
、
一
九
八
八
年
）、『
京
都
剣
鉾
の
ま
つ
り
調
査
報
告
書
Ⅱ
』
民

俗
調
査
編
（
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
発
行
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
6
）	

応
仁
の
乱
後
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
上
御
霊
社
の
御
霊
祭
に
つ
い
て

は
、
本
多
健
一
「
中
世
の
御
霊
祭
」（
同
『
中
近
世
京
都
の
祭
礼
と
都

市
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
、
同
「
一
六
世
紀
の
御
霊
社
・

御
霊
祭
と
都
市
空
間
」（
前
掲
書
）、
同
『
京
都
の
神
社
と
祭
り
―
―

千
年
都
市
に
お
け
る
歴
史
と
空
間
―
―
』（
中
公
新
書
、二
〇
一
五
年
）、

河
内
将
芳
「
戦
国
・
豊
臣
政
権
期
京
都
の
御
霊
祭
」（
同
『
都
市
祭
礼

と
中
世
京
都
』
法
藏
館
、
二
〇
二
四
年
）。

（
7
）	

中
西
仁
「
末
広
神
輿
考
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
九
号
、
二

〇
二
一
年
）

（
8
）	

現
行
の
上
御
霊
祭
に
つ
い
て
は
、『
京
都
剣
鉾
の
ま
つ
り
調
査
報
告
書
』

民
俗
調
査
編
（
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
発
行
、
二
〇
一
四
年
）
の
「
御
霊
神
社
（
上
御
霊
神
社
）
御

霊
祭
」
の
福
持
昌
之
「
①
祭
礼
と
由
緒
」
が
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
。

こ
こ
で
牛
車
が
使
用
さ
れ
て
い
る
事
実
や
後
陽
成
の
寄
進
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
大
島
新
一
論

文
に
は
、
一
九
八
六
、
八
七
年
当
時
の
調
査
に
よ
る
報
告
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（
9
）	

車
舎
は
二
〇
一
五
年
八
月
一
八
日
に
修
復
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	『
輿
車
図
考
』
下
巻
（『
故
実
叢
書
』
第
三
六
巻
、
明
治
図
書
出
版
、

一
九
九
三
年
）

（
11
）	

氏
子
域
が
広
い
た
め
、
還
幸
祭
の
巡
幸
は
北
部
中
心
の
コ
ー
ス
と
南

部
中
心
の
コ
ー
ス
を
隔
年
で
採
用
し
て
い
る
。
調
査
を
行
っ
た
二
〇

二
四
年
は
北
部
へ
ま
わ
る
巡
幸
路
で
あ
っ
た
。

（
12
）	「
牛
車
一
四
〇
年
ぶ
り
京
都
御
所
内
へ
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年

五
月
八
日
朝
刊
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
、
神
輿
の
み
が
御
苑
内
に
入
る

こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
年
か
ら
牛
車
も
入
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
か
ら
は
、
神
輿
・
牛
車
に

加
え
て
行
列
全
員
が
御
苑
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（「
一
四
〇
年
ぶ
り
の
行
列
華
や
か
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
五
月

一
九
日
朝
刊
）。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
と

も
に
行
事
は
一
時
縮
小
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
二
二
年
の
還
幸
祭
で

三
年
ぶ
り
に
京
都
御
苑
内
へ
神
輿
が
入
っ
て
い
る
（「
三
年
ぶ
り
に
神

輿
が
京
都
御
苑
練
り
歩
く
」『
産
経
新
聞
』）
二
〇
二
二
年
五
月
一
八

日　
ｗ
ｅ
ｂ
記
事
）

（
13
）	
現
地
で
は
、
木
の
枝
な
ど
が
邪
魔
に
な
る
場
合
、
枝
を
持
ち
上
げ
て

車
体
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
二
次
的
な
利
用
法
で
あ
ろ
う
。

（
14
）	『
群
書
類
従
』
第
三
輯
「
帝
王
部
」
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
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年

（
15
）	『
義
演
准
后
日
記
』
文
禄
五
年
正
月
一
一
日
条
（『
史
料
纂
集　

義
演

准
后
日
記
』
第
一
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
年
）

（
16
）	『
光
豊
公
記
』
慶
長
八
年
二
月
一
〇
日
条
（『
京
都
大
学
史
料
叢
書　

光
豊
公
記
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
二
年
）

（
17
）	『
言
経
卿
記
』
慶
長
八
年
二
月
二
三
日
条
、
二
月
二
五
日
条
（『
大
日

本
古
記
録　

言
経
卿
記
』
第
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）

（
18
）	『
義
演
准
后
日
記
』
文
禄
五
年
正
月
一
一
日
条

（
19
）	

慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
は
、
伊
勢
の
式
年
遷
宮
に
と
も
な
う

奉
幣
使
が
再
興
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
も
大
乗
院
門
跡
の
車
を
借

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（『
小
槻
孝
亮
宿
禰
日
次
記
取
要
』
二
、

慶
長
一
四
年
九
月
五
日
条
、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号163-

0103-0002　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
）。

（
20
）	『
日
次
紀
事
』
巻
八
（『
新
修
故
実
叢
書
』
第
四
巻
、
臨
川
書
店
、
一

九
六
八
年
）

（
21
）	

前
掲
『
日
次
紀
事
』
巻
八
で
は
、神
面
に
つ
い
て
、鼻
長
大
で
俗
に
「
王

ノ
鼻
」
と
称
す
と
記
し
て
い
る
。
後
述
す
る
【
史
料
1
】【
史
料
2
】

で
も
「
王
ノ
鼻
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
お
り
、
道
祖
神
・
あ
る

い
は
猿
田
彦
と
い
う
の
は
一
種
の
神
学
的
解
釈
で
あ
り
、
民
俗
語
彙

と
し
て
は
「
王
ノ
鼻
」
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
22
）	『
平
田
職
厚
日
記
』
享
和
二
年
八
月
一
八
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・

東
京
大
学
史
料
編
纂
所H

i-CA
T

　

Plus

で
画
像
公
開
）。
以
下
、『
平

田
職
厚
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
を
略
し
、
史
料
名
と
日
付
の
み

を
記
す
。

（
23
）	

後
掲
の
『
御
車
役
儀
日
記
』（【
史
料
2
】）
に
「
俗
ニ
ヲ
ヽ
ノ
ハ
ナ
又

猿
田
彦
」
と
あ
り
、
王
之
鼻
＝
猿
田
彦
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
24
）	

村
山
弘
太
郎
前
掲
論
文

（
25
）	『
御
車
役
儀
日
記
』
巻
一
五
、
享
和
二
年
六
月
二
五
日
条
（
宮
内
庁
書

陵
部
蔵　

函
架
番
号413

・182

）

（
26
）	「
轅
」
と
は
、
牛
車
な
ど
の
台
下
に
取
り
付
け
た
長
い
棒
を
指
す
こ
と

も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
所
に
乗
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。『
拾
遺

都
名
所
図
会
』
に
は
手
輿
の
よ
う
な
乗
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、「
白

キ
轅
」
と
は
手
輿
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）	「
親
町
要
用
亀
鑑
録
」
に
は
、
天
明
大
火
時
に
上
京
の
朱
印
を
「
上
柳

原
町
預
り
番
ニ
而
、
年
寄
笹
屋
九
兵
衛
殿
洛
北
鞍
馬
迄
守
護
致
候
而

被
立
退
候
ニ
付
、
御
朱
印
無
別
条
事
ニ
候
」
と
あ
る
（『
日
本
都
市
生

活
史
料
集
成
』
第
一
巻
「
三
都
篇
一
」、
学
習
研
究
社
、
一
九
七
七
年
、

四
六
頁
）。

（
28
）	『
平
田
職
厚
日
記
』
寛
政
一
二
年
九
月
二
五
日
条

（
29
）	『
平
田
職
厚
日
記
』
享
和
二
年
九
月
二
五
日
条

（
30
）	『
平
田
職
厚
日
記
』
寛
政
元
年
一
一
月
一
四
日
条

（
31
）	『
平
田
職
厚
日
記
』
寛
政
二
年
二
月
二
日
条

（
32
）	

弘
化
三
年
諸
記
録
帳
（「
上
御
霊
神
社
文
書
」
五
号
、
京
都
市
歴
史
資

料
館
架
蔵
写
真
帳
）
の
う
ち
「
年
中
行
事
日
記
」

（
33
）	
藤
田
覚
『
天
皇
の
歴
史
六　

江
戸
時
代
の
天
皇
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
八
年
、
二
二
九
頁
、
同
『
光
格
天
皇
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
八
年

（
34
）	「
天
皇
御
遷
幸
御
行
列
之
図
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：
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ワ03

＿03058

）

（
35
）	
無
論
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
製
造
当
初
の
も
の
と
断
じ
る
に
は
、

車
体
の
精
査
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
付
記
】

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
史
料
の
閲
覧
と
利
用
、
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
、

宮
内
庁
書
陵
部
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
の
お
世
話
に

な
っ
た
。
ご
高
配
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
二
〇
二
四
年
一
〇

月
二
七
日
に
國
學
院
大
學
で
開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
会
第
七
六
会
年
会
で

口
頭
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。


